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1. 研究の目的
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1-1. 研究の目的
本研究は、相模原市⽴内出中学校の理科の授業において、大日本印刷株式会社が提供す

る採点システム「リアテンダント🄬」を用いて収集したテストデータ及び授業中の成果物の取組状
況・評価データを分析し、指導者及び学習者が⾏った授業を通じて、先⽣の授業・指導⽅法の
変化や評価改善の研究及び、⽣徒の主体的に学習に取り組む態度の育成につながる学習⽅
法を目的とします。
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1-2. 研究の体制

相模原市教育委員会

内出中学校

⻘⽊ 大輝 教諭

学校教育部

須藤 雄紀
守屋 和俊

坂下 大輔
表⽊ 誕
東山 歩

相模原市⽴中学校

実証対象校

ネットワンシステムズ

セールスエンジニアリング本部

増中 隼斗
板倉 恭子

運営担当
大日本印刷

教育ビジネス本部

島田 陽介
鷹巣 仁哉
鈴⽊ 公貴

実証研究担当
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1-3. 実証での活⽤ツールの紹介
■DNP学びのプラットフォーム「リアテンダント🄬」について

紙のテストのデジタル採点で、先⽣の働き⽅改革を実現。蓄積されたデータの可視化・分析
により、採点業務の効率化だけでなく、データに基づく指導の両⾯で先⽣の働き⽅と学びの
DXを支援します。解答用紙をスキャンしてパソコン上でデジタル採点することで、先⽣の採点
業務負荷を大幅に（約60%）軽減します。採点結果は自動集計され、校務システムにス
ムーズに連携もできるため、煩わしい集計作業も簡単になり、添削・集計ミスも防ぎます。さら
に、豊富な分析機能により、問題ごとの正答率による学習課題の把握はもちろん、個に寄り
添った指導やクラスの傾向に沿った指導をサポートします。
本実証においては、実践者にテストをリアテンダント®にて採点いただき、テストの点数データ

と他の学習データを組み合わせて分析を⾏いました。

https://www.dnp.co.jp/biz/solution/products/detail/1192360_1567.html
詳しい機能の説明はこちらからご覧いただけます。
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2.内出中学校での実証研究
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2-1. 実証研究全体の流れ
実証研究は下記の⼿順で⾏われた。

① 2学期授業実施
2-2. 授業計画(2学期)
2-3. 授業の実際(2学期)

② 2学期授業成果物データを踏まえた
意⾒交換会の実施

2-4. 授業者との意⾒交換(2学期)

③ 3学期授業実施
2-5. 授業計画(3学期)
2-6. 授業の実際(3学期)

④ 3学期授業成果物データを踏まえた
意⾒交換会の実施

2-7. 授業者との意⾒交換(3学期)

13



2-2. 授業計画(2学期)
授業概要
日時 令和4年10月28日(⾦) 12:25〜13:15
学年 内出中学校第2学年
実践者 ⻘⽊ 大輝 教諭
単元名 動物の体のつくりと働き
生徒観

⽣徒は⼩学校で、葉に日光が当たるとデンプンができることや、植物の体には⽔の通り道があ
り、根から吸い上げられた⽔が、主に葉から蒸散により排出されることを学習している。中学校
１年時では、校内のフィールドワークを実施し、植物の分類を学習するとともに、葉・茎・根の
構造について関心をもつことができた。家庭科や保健体育で学習した内容を先⽣側から問い
かければ答えることができるが、自発的に関連付ける⽣徒は少ない。本単元では、学習したこ
とを関連付けて思考し、⽣物の体のつくりを理解させることを重点としていく。

教材観
ここでは、植物の葉・茎・根のつくりについて観察を通して、植物の体のつくりの共通性と多様

性に気付かせることや、体のつくりと光合成・呼吸・蒸散の働きを関連付けて理解させるなど、
⽣命を維持する仕組みについて理解させることが主なねらいである。
動物の体のつくりと働きに関わる事項を学習するため、写真や動画を活用する機会が多くな

りやすい。しかし、実物を観察することは新しい疑問を抱いたり、調べたりしようとする意欲をもつ
きっかけになる。教材としてアスパラやニンジン、セロリ、スルメイカや鳥のハツなどスーパーで簡単
に入⼿できるものが多い。一つ一つの観察、実験で技能スキルを向上させることによって⽣徒の
理解をより深めていく。

指導観
最も重視することは、現象に触れて調べる楽しさを感じ、自然事象に対する興味・関心を高

めることである。次に、課題解決に向けて、既習事項を⽣かした⽅法を考えることである。導入
に身近な事象や教材を用いて、「現象の観察→課題設定→予想→実験→結果及び考察
→まとめ」のプロセスを繰り返し⾏うことによって、つながりのある授業を展開していく。
ICTの活用については、ルーペや顕微鏡などで詳しく観察するとき、また、観察した記録や別

の⽣物と比較しようとする場⾯で有効的に活用していく。また、実験結果を分析して、解釈す
る活動の中で、他者との交流活動を充実させ、科学的に探究する⼒の育成をめざす。交流
活動については、Google ドキュメントやGoogle スライドを使って資料の作成や発表を⾏い、
互いの結果を伝え合う場⾯を設定する。これらの学習を通しての学びから⽣命の体のつくりの
精巧さについて認識を深め、⽣命を尊重する態度を育てたい。
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単元目標
（１）⽣物の体のつくりと働きとの関係に着目しながら、動物の体のつくりと働きを理解するととも

に、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。【知識及び技能】
（２）動物の体のつくりと働きについて、⾒通しをもって解決する⽅法を⽴案して観察、実験な

どを⾏い、その結果を分析して解釈し、⽣物の体のつくりと働きについての規則性や関係
性を⾒いだして表現すること。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】

（３）動物の体のつくりと働きに関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態
度を養うこと。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

15



単元の評価規準

単元の指導計画・評価計画（全7時間）

時間 目標 学習活動
評価の観点

知 思 主

1

食物を構成する栄養分
について理解する。

• 普段食べる食べ物について確認する。
• 家庭科で学習している栄養素について確認する。
• 栄養素の違いについて化学式や粒⼦モデルを使って説
明する。

○ ○

2
消化酵素とその特徴を理
解し、消化酵素の働きを
理解する。

• 消化酵素の働きについて調べ、まとめる。
• 消化酵素の働きを証明する⽅法を考える。
• 実験⽅法を共有し、適切な⽅法を決める。

○ ○

3
対照実験を⾏い、唾液の
働きについて正しい結論
を導き出す。

• 前時に決めた⽅法で唾液の働きを確認する。
• 粒⼦モデルの説明を取り入れたレポートを作成する。
• トリプシンなど、他の消化酵素の働きを確認する。

○
記 ○

4
栄養素を効率的に吸収
する仕組みについて理解
する。

• ⼩腸のつくりについて調べる。
• 消化された栄養素がどのように吸収されるか、確認する。 ○ ○

5 呼吸器官のつくりについて
理解する。

• 肺呼吸の仕組みや構造についてレポートにまとめていく。 ○ ○

6
本時

循環器官のつくりについて
理解する。

• 教科書で心臓のつくりや血管のつくりを確認する。
• 鳥のハツを用いて、実際のつくりを観察する。

○
記

○
記

7
循環器官のつくりについて
理解する。

• メダカを用いて、血管と血液の流れを観察する。
• 教科書を用いて、血液の成分について調べる。

○ ○

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

動物の体と働きについての基本的な
概念を理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けてい
る。

⾒通しをもって解決する⽅法を⽴案
して観察・実験を⾏い、動物の体と
つくりと働きについて関係性を⾒いだ
して表現するなど、科学的に探究し
ている。

動物の体のつくりと働きに関する現
象に進んで関わり、科学的に探究し
ようとしている。
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本時の指導計画（6時間目）
（１）本時の目標

鳥のハツの解剖を⾏い、心室や心房などの心臓のつくりを観察し、血管や心臓のつくりを理
解する。大動脈の血管の壁は分厚い構造をしていることや右心室と左心室の心筋のつくりに
差があることを理解する。

（２）本時の観点別評価規準

（３）本時の流れ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

心臓のつくりや血管のつくりを理解し
ている。 ― 解剖の実験で積極的に観察を⾏い、

なるべく多くのことを知ろうとしている。

学習活動と内容 ／ 指導上の留意点 授業の様⼦

導
入

• 本時の予定と課題を確認する
• 実験での注意点を知る
／刃物の使い⽅の安全⾯を注意するよう呼び
かける。
実験器具は班ごとに分けておく。

展
開

• ⿃のハツの⾒た目を観察する
• 血管のつくりを観察する
／血管や脂肪を取り除くように説明する。
大動脈や肺静脈など血管を観察させる。
写真撮影したり、教科書の図と比較させる。

先⽣は各グループを巡回し、⽣徒の質問に回答す
る形式で次のステップに導いていた。

⽣徒は解剖した鳥のハツを観察しながら写真や動
画に撮影し、教科書との対比に用いていた。
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学習活動と内容 ／ 指導上の留意点 授業の様⼦

展
開

• ⿃のハツの断面を観察する
／鳥のハツを輪切りし、断⾯を観察させる。
「心室のつくりの違い」と「心筋の厚みの違い」
に気付かせる。

• 観察結果をGoogle スライド、Google ド
キュメント、オクリンク(ミライシード)でまとめ
る

心臓を縦、横に輪切りし、心臓の構造について観
察した。

観察内容をGoogle スライドやGoogle ドキュメン
ト、オクリンクにまとめ、グループ間で協議し、内容を
修正していった。

ま
と
め

• 観察結果の共有
／完成度の高いレポートをいくつか紹介する。

• 振り返り⽤紙への記入

Google スライドにまとめた内容を確認しながら、振
り返り用紙へ記入した。

18



2-3. 授業の実際(2学期)
授業におけるポイント
• 主体的に学習に取り組む態度を⾒とるポイントは技術⾯・判断⾯における下記3点である。

①「弁」が⾒付け出せているか
②動脈と静脈の区別ができているか
③前時の解剖の反省が⽣かせているか
例えば、前時までの学習状況を振り返りながら課題を解決しようとした取組は、「おおむね満

⾜できる」状況（Ｂ）とした。Ｂの状況に加えて、①〜③のポイントを踏まえて、弁を探すとい
う明確な目的意識をもって探究している⽣徒は「⼗分満⾜できる」状況（Ａ）と判断した。

• 授業後に肝臓の鉄分について質問してきた⽣徒は、授業の内容を⽣活に関連付けて考えら
れているのでA判定以上になる。

• 観察記録は、オクリンクでつないで作成する⽣徒と用紙一枚にまとめる⽣徒がおり、どちらでもよ
いとしている。
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2-4. 授業者との意⾒交換(2学期)
データの集計
 単元の評価資料（定期テスト得点、単元テスト得点、ドリルパーク（ミライシード）実施結果、

授業の振り返りシート評価）をデータとして集計し、かつクラス全体の状況把握のためヒストグ
ラムを作成した。意⾒交換会ではこれらを⻘⽊教諭に共有した。

 期末テスト得点率及び単元テスト得点率と、ドリルパーク実施回数の間には、正の相関及び弱
い正の相関関係が⾒られた。これはドリルパークの実施回数が多いほど、各テストの得点率が高
い可能性があることを示している。相関係数を下表に記す。

期末テスト－ドリルパーク 0.44

単元テスト－ドリルパーク 0.39

意⾒交換の観点・目的
最終的な理解の定着度合いを測るテストデータだけでなく、授業中や普段の学習の取組状

況についても可視化することで、⽣徒の状況を総合的に判断できるよう複数の学習データを分
析対象とする。

データを集計した結果、特徴が⾒られる⽣徒について質問を⾏い、データを⾒取った結果新た
な発⾒や気付き、今後の指導に役⽴てられる点があるかを確認する。

特にドリルパークの取組回数を普段の学習の取組状況のベンチマークとし、ドリルパークの取組
回数とテスト点数の相関に着目した。その結果、両者の間に相関が⾒られたので、例えばドリル
パークの取組が少ない⽣徒に⾔葉かけを⾏い学習への取組を促すなど、特徴的な⽣徒の学習
状況を把握し、⽣徒の学習改善や教師の指導改善に⽣かす際の参考データとなり得る可能性
を確認する。

【データ集計テーブル（イメージ）】 【クラス単位のヒストグラム（イメージ）】

※相関係数ｒの目安
0.4≦ｒ＜0.7︓正の相関
0.2≦ｒ＜0.4︓弱い正の相関
0.0≦ｒ＜0.2︓正の相関なし
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期末テスト
得点

単元テスト
得点

ドリルパーク
実施回数

振り返りシー
ト1章

振り返りシー
ト2章

40〜49 20〜29 8 A B〇
70〜79 20〜29 8 B〇 B〇
50〜59 30〜39 20 A A
60〜69 30〜39 3 B B〇
50〜59 20〜29 15 B` B
40〜49 30〜39 5 B〇 A
60〜69 40〜49 12 A A
90〜99 40〜49 6 A A
10〜19 0〜9 4 B` B
40〜49 20〜29 10 B` C〇
20〜29 20〜29 10 B〇 B〇
80〜89 30〜39 12 B A
80〜89 40〜49 12 A A
60〜69 30〜39 19 A A
70〜79 30〜39 25 A SS
40〜49 10〜19 10 B` B-



考察
【⻘⽊教諭の普段の指導⽅法について】
• 担当の⻘⽊教諭は、⽣徒個々の状況を的確に捉えていた。これは授業や実験中の指導の場

⾯で、⽣徒と対話し、コミュニケーションを取っているからだと考えられる。
また、振り返りシートのコメントも間接的ではあるが⽣徒とのコミュニケーションツールとなっている。
振り返りシートに記載した内容に対する評価を伝えるだけでなく、⽣徒が主体的に学習に取り
組めるような内容となっており、工夫が感じられる。

• ⽣徒の主体性を育むために、特に実験の場⾯では⽣徒側から質問するように誘導しており、そ
の質問内容も、実験目的を踏まえたものとなるように指導している。1年次から3年次にかけて
習得させようとしている実験スキルを実現するための指導の一環と捉えられる。

【データ活⽤について】
• 今回の意⾒交換会では、前述資料をもとに、⽣徒の状況のヒアリングを⾏ったが、既に⽣徒の

状況を把握されている⻘⽊教諭においても、気にかけるべき⽣徒を抽出する、既に感覚的に把
握している⽣徒の状況を可視化・詳細に把握する点でデータの活用ができた。他の先⽣にも視
認できるようなデータ集計・分析結果が必要だろうとのご意⾒を⻘⽊教諭からいただいている。

• ドリルパークの取組回数を日常の学習活動のベンチマークとして採用することで、テストの点数
結果（学習の定着状況）と日々の学習活動の相関について検討をすることができた。
相関係数によるとテストの結果とドリルパークの取組状況は相関があると認められたため、ドリル
パークの活用状況を確認して学習を促すなどの指導を⾏うことが、テストの点数向上に寄与で
きる可能性が示唆され、事実意⾒交換会においても、ある⽣徒においてはドリルパークの取組
の結果、テストの点数が向上したという意⾒も挙がった。

• 一⽅で、ドリルパークの取組のみがテストの点数向上（＝学習の定着）に寄与するとは限らな
い。日々の学習状況や過程を指標化する⼩テストの点数や振り返りシートの評価など、多⾯
的にデータを分析し、日々の指導に⽣かす必要がある。

【上記を受けた3学期の取組の⽅針】
ドリルパークの取組状況だけではなく、⼩テストや振り返りシートの評価、ドリルパークの実績状況

を踏まえ、⻘⽊教諭が注視している⽣徒に議論対象を限定し、学習過程と学習の定着状況を
可視化するデータの取得・分析を⾏う。
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2-5. 授業計画(3学期)
授業概要
日時 令和5年2月2日(⽊) 10:05〜10:55
学年 内出中学校第2学年
実践者 ⻘⽊ 大輝 教諭
単元名 電流の性質
生徒観

⽣徒は⼩学校で、電気を通すつなぎ⽅、乾電池の数やつなぎ⽅を変えると豆電球の明るさが
変わること、電気を通す物質と通さない物質があることについて学習している。中学校1年時の
光による現象や⾳による現象の学習では、現象の観察から実験⽅法を⽴案し、実験結果の分
析から規則性を導き出し、思考⼒を育成することができた。技術科で学習した内容を先⽣側か
ら問いかければ答えることができるが、自発的に関連付ける⽣徒は少ない。本単元では、学習し
たことを関連付けて思考し、日常⽣活の現象を科学的に理解させることを重点としていく。

教材観
ここでは、電流に関する現象について、⾒通しをもって解決する⽅法を⽴案して実験を⾏い、

その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働きの規則性や関係性を⾒いださせることや
それらの実験に関する技能を習得させることが主なねらいである。
電流と電圧の規則性を調べるなど、実験計器に関わる事項を学習するため、電球や電流計

と電圧計などを用いた基本的な実験に取り組む機会が多くなる。実物を観察することは新しい
疑問を抱いたり、調べたりしようとする意欲をもつきっかけになる。教材としてシミュレーション教材
を用いることで、一⼈ひとりが観察、実験で技能スキルや思考⼒を向上させることによって⽣徒の
理解をより深めていく。

指導観
最も重視することは、現象に触れて調べる楽しさを感じ、自然事象に対する興味・関心を高め

させることである。次に、課題解決に向けて、既習事項を⽣かした⽅法を考えることである。導入
に身近な事象や教材を用いて、「現象の観察→課題設定→予想→実験→結果及び考察→
まとめ」のプロセスを繰り返し⾏うことによって、つながりのある授業を展開していく。
ICTについては、電球の光り⽅などで詳しく観察するときや電流計・電圧計の記録、実験した

記録や別の班の結果と比較しようとする場⾯で有効的に活用していく。また、実験結果を分析
して、解釈する活動の中で、他者との交流活動を充実させ、科学的に探究する⼒の育成をめざ
す。シミュレーション教材を用いることで、⽣徒一⼈ひとりが実験に取り組める環境を整えていく。
交流活動については、互いの結果を交換する場⾯を設定したり、Google ドキュメントや
Google スライドの作成や発表を⾏わせたりする。これらの学習を通しての学びから電流と日常
⽣活の関わりについて認識を深め、新しいものを創造しようとする態度を育てたい。
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単元目標
（１）電流に関する事物・現象を日常⽣活や社会と関連付けながら、回路と電流・電圧、電

流・電圧と抵抗、電気とそのエネルギーについて理解するとともに、それらの観察、実験な
どに関する技能を身に付けること。【知識及び技能】

（２）電流に関する現象について、⾒通しをもって解決する⽅法を⽴案して観察、実験などを
⾏い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働きの規則性や関係性を⾒い
だして表現すること。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】

（３）電流とその利用に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を
養うこと。【学びに向かう⼒、⼈間性等】
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単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電流に関する事物現象を日常⽣活
や社会と関連付けながら、回路と電
流・電圧と抵抗、電気とエネルギー
についての基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに、科
学的に探究するために必要な実験
に関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

電流に関する現象について、⾒通し
をもって解決する⽅法を⽴案して実
験を⾏い、その結果を分析して解釈
し、電流と電圧、電流の働きの規則
性や関係性を⾒いだして表現してい
る。

電流に関する事物現象に進んで関
わり、⾒通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとしてい
る。
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4次の指導計画・評価計画（全4時間）＊１〜３次は省略

時間 目標 学習活動
評価の観点

知 思 主

本時
1

電⼒の概念について理解
する。
ドライヤーに電流が流れる
とどのような働きをするのか
について問題を⾒出し、
発熱量に関する実験の
計画を⽴てる。

• 教科書等で、ドライヤーに備わっている機能を確認する。
• ニクロム線を配付し、回路について考える。
• 実験⽅法を考える。 ○ ○

2

電熱線から発⽣する熱
量がどのような要因によっ
て変わるのか、既習事項
や日常経験から考える。

• 安全に留意して実験する。
• 教科書に準じ、基本的な実験に取り組む。
• オクリンクを使って結果を共有し、電流と熱量についての
規則性を⾒出す。

○ ○

3

ドライヤーの仕組みを解
明するために必要な実験
を計画する。

• 回路を工夫して、応用の実験にチャレンジする。
○
記 ○

4

これまでの学習から学んだ
ことを整理し、ドライヤーの
仕組みについて理解する。

• ドライヤーの仕組みについて、ノートやGoogleドキュメン
トにまとめる。

• ＯＰＰＡ（One Page Portfolio Assessment）
シートに学んだことを整理する。

○
記

○
記



2-6. 授業の実際(3学期)
本時の指導計画（第4次 1時間目）
（１）本時の目標

これまでの学習内容について整理し、単元を通した問い「電球の光り⽅の仕組み」について
考え、電⼒の概念について理解する。発熱量に関する実験の計画を⽴てる。

（２）本時の観点別評価規準

（３）本時の流れ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電⼒の違いによって発⽣する熱や光
などの量や強さの程度に違いがある
ことを理解している。

―
シミュレーション教材を用いた実験⽅
法について、試⾏錯誤しながら表現
しようとしている。

学習活動と内容 ／ 指導上の留意点 授業の様⼦

導
入

• 本時の予定を確認する
／電流や電圧の規則性、抵抗などのキーワー

ドを示す。

授業の冒頭で課題解決シートへの記入の仕⽅を
説明。結果の記入内容が重要であり、表やグラフも
使って分かりやすくまとめるように指導していた。

展
開

• 問「電球の光り⽅は何によって決まるのか」
／これまでの実験結果を整理して考えるように
促す。

• 電⼒の定義について確認する
問「ドライヤーの仕組みについて考えよう」
問「熱量は何によって決まるのだろうか」
／電流と電圧が関係していることを押さえる。教
科書の図を使いながらドライヤーの機能につい
て確認していく。

2種の電気回路について、どちらの電球が明るく光る
かを質問した（学期末テストの問題にもする）。正
解と思う解答に挙⼿させ、⽣徒同士の考えを共有。
それも踏まえて最終解を学期末テストまでに考える
ように促していた。
⽣徒の反応。

 電圧が高いほど光る。
 抵抗が低いほど光る。
 電流が流れるほど光る。
 回路の組み⽅によって変わる。

熱を利用している身近な電化製品を想像させ、そ
の原理がニクロムの抵抗による発熱だということに結
び付けさせた。
ニクロム線の実物を配付し、形状（太さ、⻑さ、巻
き形状）を踏まえて、発熱時の熱量の差についてを
考えさせていた。
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学習活動と内容 ／ 指導上の留意点 授業の様⼦

展
開

／抵抗の値をどの様に調整するか、伝える。
• 実験⽅法をGoogle スライドやGoogle ド

キュメント、オクリンク、プリントでまとめる

⽣徒の反応。
 ⾵量・熱量の調整ができる。

ま
と
め

• 観察結果の共有
／ニクロム線の形状、電流、電圧、抵抗など複
数の要因と関係付けている⽣徒のまとめを紹
介する。

• 振り返り⽤紙への記入

Google スライドにまとめた内容を確認しながら、振
り返り用紙へ記入した。
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授業におけるポイント
• 授業内で先⽣が⽣徒に対して、他の⽣徒にも聞こえるように呼びかけを⾏うことで、⽣徒が自

身の仮説内容をアップデートしていた。
例えばある⽣徒は、先⽣の話していた内容をメモしながら仮説を3度ほど書き直していた。他の
⽣徒と意⾒交換をする、先⽣の「”太さが関係している”だけでなく”太ければ太いほどどうなるの
か”という観点で仮説を⽴てるとよい」というアドバイスを受けて仮説を変更するなど、主体的に
学ぶ姿勢が⾒られた。

• ⽣徒はこたつやストーブなど、ニクロムが使われている身近な電化製品から仮説を⽴てており、
実⽣活の経験に基づいて学習を⾏っている姿勢が⾒られた。家電については授業の冒頭に⻘
⽊教諭も話しており、先⽣のねらいが⽣徒に伝わっていることが感じられた。

• 課題解決シートは課題、仮説、計画、結果、考察の5項目で構成しており、項目ごとに評価
を⾏っている。テストの点数がよい⽣徒の中でも、課題解決シートの仮説設計などでより深く考
える姿勢がある⽣徒と、そうではない⽣徒に分かれる。

• 実験は、1年⽣では安全に実施すること、2年⽣では与えられた課題を⾏いつつ自身が興味を
もった内容についても探究すること、3年⽣では自ら課題を⾒付けて実験内容を決めること、な
どの目標を明示したうえで、進級したときに他の⽣徒と滞りなく実験ができるように指導をしてい
る。
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2-7. 授業者との意⾒交換(3学期)

【評価の数値変換表】

データの集計
 集計⽅法
⻘⽊教諭が指定した8名の⽣徒の、2学期と3学期のテスト得点率と振り返りシート等の評価点
を一覧表示した。また評価については定量化を⾏うため、数値変換を⾏った。
それらのデータをグラフで表示した(次ページ以降参照)。
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評価 変換後
S 5

A〇、A+ 4.5
A 4
A- 3.5
B〇 3
B 2.5
B- 2
C〇 1.5
C 1
C- 0.5



 研究対象の8名のグラフを⾒ていただき、意⾒交換
• リストアップした⽣徒の学年末テスト得点率は、2学期末テスト得点率より低下しており、2学期

末テストの得点率がクラス平均以上であったが、学年末テストについてクラス平均以下となった⽣
徒が3名いた。
⻘⽊教諭は学年末テスト範囲は全単元になっており、難易度が上がったことが原因と考えてい
た。平均以下になってしまった⽣徒のうちの1名は、2学期から成績が伸びた⽣徒であったため、
学年末テストの結果が振るわなかったと推察していた。

• テスト結果を一覧化することで、注目するべき⽣徒の抽出に役⽴てることが可能となる。
今回は一部の⽣徒のみをピックアップして議論するため上記のようなデータ集計の形をとったが、
リアテンダント🄬ではテスト結果をヒストグラムで表示することや、問題ごとの正答率を確認すること
も可能であり、テストデータの集計機能として今後活用したいと⻘⽊教諭からご意⾒をいただい
た。

意⾒交換の観点・目的
2学期から3学期にかけての⽣徒の変容を、先⽣の普段の⾒取り及び学習データの2つの視

点から確認する。また3学期の授業では、どのような指導を⾏ったか、その結果⽣徒に変容が⾒
られたか否かをヒアリングする。加えて、今回提供したデータを⾒た際に、先⽣にはどのような気付
きがあり、どのような教育活動の改善が⾒込めそうかを確認した。
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【研究対象とした⽣徒8名の テスト得点率グラフ】
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例えば、記載の⽣徒についてはテストの点数は平均値より高いが、一⽅でレポートや振り返り
シートの評価点にバラつきがあることがグラフから分かる。この⽣徒は2年⽣になってから成績が伸び
た⽣徒で、振り返りシートやレポート点で2.5の評価の部分については、評価規準が明確に伝わっ
ていない可能性があると⻘⽊教諭からご意⾒をいただいた。
今回の研究対象の⽣徒について⻘⽊教諭は状況を詳細に把握しているが、データをもとに議

論することで先⽣の仮説を引き出し、議論を⾏うことができた。このように、⽣徒ごとの学習データ
（テストやレポートなどの評価データ）が一元化されまとまっていると、他の先⽣との情報交換や、
⽣徒とのコミュニケーションに役⽴てられる可能性があることが意⾒交換会を通じて示唆された。

指導と評価の一体化に向けて教育データの利活用がどのように寄与するのか、先⽣あるいは⽣
徒の特性ごとに異なる。今回実証では上記のようなデータの集計⽅法を⾏ったが、意⾒交換会で
は「データの種類ごとではなく、時系列に並べることで⽣徒の理解度の推移が確認できる」、「この
ようなグラフを用いて⽣徒が自身の状況をリアルタイムで把握することで自己の学習を調整するの
に役⽴てられる可能性がある」などのご意⾒をいただいた。

【Dさんのテスト結果】 【Dさんのレポート・振り返りシートの評価】
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 研究対象のうち個⼈ごとのグラフを⾒ていただき、意⾒交換
⽣徒一⼈ひとりについてまとめたテストデータ及び評価データを⾒ながら⾒解をいただいた。
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データ活⽤に関する考察①
意⾒交換会にて⻘⽊教諭にいただいた、「データの種類ごとではなく、時系列に並べることで⽣

徒の理解度の推移が確認できる」、「このようなグラフを用いて⽣徒が自身の状況をリアルタイムで
把握することで自己の学習を調整するのに役⽴てられる可能性がある」 というご意⾒をもとに、学
習活動とテストデータを時系列に並べたグラフイメージを作成した。

テストについては得点率を
表示。レポートについてはテ
ストの得点率と比較しやす
いように、右記のように数
値に置き換えることとする。

上昇傾向
指導を実施

単元ごとにリアルタイムで評価データを確認し、得られた気付きをもとに指導を⾏うことで、Zさんの以
降の学習活動の結果が良くなる可能性がある。また、状況を継続して把握し、必要なタイミングで
随時指導が可能となる。

低下傾向

評価 数値変換
S 100
A 80
B 60
C 40
D 20

テストデータとレポートの評価データ
を同じ表でまとめることで、Zさんの学
習活動について以下のことがわかる。

①単元bでの⼩テストの得点率は
単元aに比べて下がっているが、
クラス平均以上の得点率であ

る。
②単元aのレポート評価はクラス

平均と同じだが、単元bのレ
ポート評価は平均よりも大幅に
下回っている。

Zさんはレポートに比べて⼩テスト
は得意なので、単元bにおいても⼩
テストの得点率はクラス平均以上で
あったが、レポートについては大幅に
平均評価を下回っているので、単元
bへの苦⼿意識を感じている可能性
がある。

① ①② ②

指導を
実施
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データ活⽤に関する考察②
前ページに加え、クラス平均値と⽣徒個⼈の得点差を一目できるグラフイメージも作成した。

⽣徒の相対的な変化を把握するうえで、下記のような表現の⽅法も考えられる。

学習内容と定着を測るテストが時系列で並んで表示されることで、⼦どもの実態（得意としている
単元やつまずいている単元など）を把握しやすくなり、迅速かつ必要なタイミングで指導が可能になる
と考えられる。
今回実証で⾏われたデータ活用の⽅法及び、⻘⽊教諭からいただいた、「学習データを時系列で

並べて可視化する⽅法」が他の先⽣、特に経験の浅い先⽣の指導や、指導を受ける⽣徒にとっても
効果的であると考える。

中間テスト 単元a ⼩テスト 単元a レポート 単元b ⼩テスト 単元b レポート

Zさんとクラスの平均値の差 5 15 0 5 -40

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

Zさんの学習活動における、クラス平均
との差の時系列グラフ（イメージ）

単元aより
単元bのほうが

苦⼿な傾向にある

気付き

中間テスト
単元a
⼩テスト

単元a
レポート

単元b
⼩テスト

単元b
レポート

単元b 
振り返りシート

単元b 
単元テスト

期末テスト

Zさんとクラスの平均値の差 5 15 0 5 -40 20 5 15

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

Zさんの学習活動における、クラス平均
との差の時系列グラフ（イメージ）

上昇傾向指導を実施
低下傾向
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3.本研究のまとめ
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3-1. 本研究のまとめ
相模原市教育委員会 坂下指導主事より
本実践では、⽣徒が直接体験すること、既習の内容などをもとにして課題を解決する⽅法を⽣

徒自身が考えることが重視されていました。また、⽣徒自身が探究のプロセスを繰り返すことによっ
て、資質・能⼒を高められるようにする授業づくりの工夫が⾒られました。⼩学校の学習や他教科
等の学習とのつながりを⽣かして授業が構想されており、「探究の過程」のどこを重視しているかが
⽣徒にとっても明確であったといえます。
２学期の実践では、⽣徒は鳥のハツを解剖し、心室や心房のつくりを観察し、血管や心臓のつ

くりを理解することを目標としていました。本時に⾄るまでにイカの解剖も経験していた⽣徒は、既
習を⽣かして、本時の課題を解決し、目標を実現できるよう授業が構想されていました。本実践
のように、⽣徒の主体的に学習に取り組む態度の育成に向けては、学習した知識及び技能を活
用して課題を解決する場⾯を設定し、課題解決に向けて、試⾏錯誤した自身の学習状況を振
り返ることなどが考えられます。
⻘⽊教諭は、⽣徒の多様な表現⽅法を認め、他者と共有できるようにＩＣＴを活用していま

した。観察、実験の代替としてＩＣＴを使うのではなく、資質・能⼒の育成に向けた効果的な活
用であると考えられます。
リアテンダント🄬を用いて収集したテストデータと実験レポートなどの学習成果物、授業中に⾒

とった⽣徒の姿の３つについて考察すると、必ずしも一致しない場合があります。⻘⽊教諭から
も、「この⽣徒は、これから伸びてくるだろう」「今、頑張っている最中だから、これからに期待できる」
という⾔葉が聞かれました。⽣徒の資質・能⼒の育成に向けて、このような授業者からの肯定的な
⾔葉かけやフィードバックは、⽣徒の学習意欲に大きく影響するものと考えられます。今後の可能
性として、学習者の学習改善のため、授業者の指導改善のために、より効果的にデータの活用が
進むとよいと考えています。
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